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本

孜

一

は

じ

め
に

本
書
は

『

人
間
と

経

済
学
』

(

竃
§

§
札

内
昌

彗
邑
声
-

宗
00
)

お

よ

ぴ

『

国
際
経
済
学
』

(

ヽ

邑
顎

喜
どヾ

邑
内
岩

喜
き
叫

声
-

芸
∞

)

に

次
ぐ

も
の

で

あ

る
｡

『

人
間
と

経
済
学
』

は

経
済
原
理
､

経
済
問
題
､

経

済

政

策
に

っ

い

て

の

入

門
的
解
説
書
で

あ

る

が
､

『

国
際
経

済
学
』

ほ

国
際
収
支
論
､

ポ

リ

シ

ィ

･

､
､

､

ッ

ク

ス

諭
､

最
適
通
貨
圏
な

ど

に

対

す

る
一

般
均
衡
分
析

を

発
展
せ

し

め
た
｡

す
な

わ

ち

国
際
収
支
を

貨
幣
的
現
象
と

し

て

捉
え
､

国
際
収
支
調
整
理

論
を
マ

ネ
タ

リ

ー
･

ア

プ
ロ

ー

チ

の

下
に

考
察
し

て

い

る
｡

こ

の

考
え

方
は
､

従
来
の

弾
力
性
ア

プ
ロ

ー

チ
､

ア

ブ

ソ

ー

プ

シ

ョ

ン

･

ア

プ
ロ

ー

チ
が

主
と

し

て

国
際
収
支
の

実
物
的
側
面
を

重

視
し

て

い

た
の

に

対

し
て
､

貨
幣
的
側
面
に

力
点
を

置
い

て

い

る
｡

弾
力
性
ア

プ

ロ

ー

チ

は
､

国
際
収
支
が

輸
出
と

翰
入

の

差
(

由

=
叫
-

転
)

と

な

る
こ

と
に

注
目
し
､

為
替
相
場
の

調
整
を

捉
え

た
｡

ア

ブ

ソ

ー

プ

シ

ョ

ン

･

ア

ブ
ロ

朗
β

U

-

チ

は
､

国
際
収
支
が

国
民

所
得
と

国
内
総
支
出
の

差
に

等
し

い

(

b

=

勺
-
由
)

こ

と
に

調
整
過
程
を

求
め

た
｡

マ

ネ

タ

リ
ー

･

ア

プ

ロ

ー

チ

は

国
際
収
支
を

外
国
為
替
準

備
の

変
化
と

し
て

捉
え
(

b

=
知
)

､

由
=

和
-
q

す

な

わ

ち

公
衆
に

よ

る

貨
幣
保
蔵
と

銀
行
組
織
全
体
の

信
用
創
造
の

差
､

っ

ま

り

貨
幣
需
要
の

純
増
加
が

国
際
収
支
と
な

る

こ

と

に

注
目
し

た
｡

月

は

貨
幣
供
給
の

純
増
加
を

示

す
か

ら
､

b

=

栂
-
q
=
知

と

な
っ

て
､

こ

の

式
は

国
内
貨
幣
市
場
の

均

衡
条
件
を

示

す
｡

よ
っ

て
､

国
際
収
支
調
整

(

1
)

問
題
を

貨
幣
に

対

す

る

需
給
問
題
と

し

て

明
ら

か

に

せ

ん

と

す
る
｡

以

上

三

ア

プ
ロ

ー

チ

を

総
合
す
れ

ば
､

国
民

所
得
勘
定
か

ら

呵

…
也
＋
由
､

銀

行
勘
定
か

ら

出
…

q

＋
知
､

国
際
収
支
勘
定
か

ら

知
…

b

と

な
る
｡

従
っ

て
､

評
評
下
評
和
-
q

と

書
け

怒
こ

の

分
析
を

土

台
に
､

本
署

は

構
築
さ

れ

て

い

る
｡

〓

本
書
の

目
的
と

構
成

本
書
は

そ

の

標
題
の

示
す

よ

う
に
､

世
界
経
済
に

お

け
る

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

お

よ

び

成
長
の

問
題
を

扱
っ

て

い

る
｡

ケ

イ
ン

ズ

『

一

般
理

論
』

ほ

貸
金
･

物
価
に

下
方

硬
直

性
が

存
在
し
､

成
長
の

な
い
､

ぺ

シ

､
､

､

ス

テ

イ

γ

ク

な

期
待
の

支
配
す
る

封

鎖
経
済
を

視
野
に

置
い

て

い

た
が
､

一

九

四

〇
年
か

ら

今
日

ま
で

世
界
経
済
は

驚
異
的
成
長
を

続
け
､

ケ

イ
ン

ズ

と

は

正

反
対
の

経
済
環
境
と

心

理

的
意
志
決
定
が

行
わ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

ケ

イ

ン

ズ

流
の

封
鎖
的
不

況
モ

デ
ル

の

ス

タ
グ

ネ

ー

シ

ョ

ン

･

ペ

シ

ミ

ズ

ム

的
態
度
決
定
は

妥
当
し
な

い

に

も

拘
ら

ず
､

そ
の

代
春
物
は

存
在
し

な

か
っ

た
｡

そ
こ

で
､

マ

ン

デ
ル

ほ

諸
国
が

交
渉
す

る

成
長
世
界
経
済
を

対
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･
●

事

象
と

し
､

一

八

世

紀
の

ヒ

ュ

ー

ム

的
世
界
通
貨
体
制
か

ら

始
め
て
､

ケ

イ

ン

ズ
の

前

提
を

変
更
し
て

そ

の

分
析
を

発
展
さ

せ
て
､

現
代
経
済
成
長
論

と

の

総
合
を

図
り
､

国
際
収
支
問
題
を

加
味
す
る

と
い

う
理

論
的
代
替
物

を

考
え

る
｡

そ

れ

は
い

わ

ば

ケ

イ
ン

ズ

的
不

況
モ

デ

ル

に

イ
ン

フ

レ

の

側

面
を

補
わ

ん

と

す
る

も
の

で
､

失
業
均
衡
で

ほ

な

く
､

イ
ン

フ

レ

的
均

衡

を

解
明
す
る
｡

そ
こ

で

ケ

イ
ン

ズ

流
の

期
待
仮
説
で

は

な

く
､

現
在
価
蒋

が

上

昇
す
る

と

き
､

そ

れ

が

上

昇
し

た

ま

ま
の

水
準
に

留
ま

る

か
､

あ

る

い

は

上

昇
し

続
け
る

も
の

と

す
る

仮
説
を

と

り
､

急
速
な

成
長
と

か

ハ

イ

パ

ー
･

イ
ン

フ

レ

の

と

き

に

は

期
待
イ
ン

フ

レ

率
が

加
速
さ

れ

る

も

の

と

考
え

る

(

勺

p
･

-

1
N

)

｡

本

書
は
二

部
一

七

草
か

ら

成
る
｡

第
一

部
(

一

1
七

草
)

で

ほ

貨
幣
理

論
の

新
理

論
を

扱
い
､

第
二

部
(

八

-
一

七

草
)

で

は

世
界
経
済
で

の

問

題
と

な
っ

て

い

る

が
､

一

部
は

二

部
の

下

部
構
造
た
る

分
析
で

あ
る
｡

そ

こ

で
､

以

下
で

は

イ
ン

フ

レ
､

実
質
お

よ

び

貨
幣
利
子
率
､

成
長
､

赤
字

財
政
､

貨
幣
保
有
な

ど
の

関
連
を

取
扱
っ

た
一

部
は
､

二

部
を

論
ず
る

こ

と
で

カ

バ

ー

で

き

る

こ

と
､

ま
た
一

部
に

収
録
さ

れ

た

諸
論
文
は

多
く
が

既
発
表
で

あ

る

か

ら
一

応
省
略
し
て
､

二

部
の

内
容
を

検
討
す
る

に

し
た

ヽ

○

-
Y

さ

て
､

八

-
一

七

草
は

世

界
経
済
に

お

け
る

貨
幣
理

論
の

展
開
で

あ

る

が
､

そ
こ

で

は

単
に

理

論
的
な

問
題
だ

け
で

な

く
､

所
謂
国
際
通
貸
間
題

に

対

す
る

諸
考
察
の

体
裁
を

と
っ

て

い

る
｡

金
本
位
制
､

平
価
切

下
げ
､

ド
ル

切

下
げ

問
題

､

p
p

勺
e
【

喝

巳
年

世

界
中
央
銀
行

問
題
､

イ
ン

フ

レ

の

国
際
移
動
､

政

策
割
当
問
題
な

ど

の

解
明
を

示
唆
し
っ

つ
､

開
放
体
系
の

貨
幣
理

論
を

論
じ

て

い

る
｡

前
述
の

『

国
際
軽
済
学
』

が

ポ

リ

シ

ィ

･

､

､

､

ブ

タ

ス

論
を

中
心
に

し

て

い

た

為
ポ

リ
シ

イ
･

､

､

､

ッ

ク

ス

論
者
と

し

て

の

マ

ン

デ
ル

が

知
ら
れ

て

い

る

が
､

彼
の

金

問
題
を

含
め
て

国
際
通
貸
間
題

一

般
へ

の

理

解
を

本
書
で

み

る
こ

と

が

で

き

る
｡

三

国
際
通
貨
体
制
の

分
析

八

草
で

は
､

金
本
位
制
､

金
為
替
本
位
制
､

あ

る

い

は

ド
ル

本
位
制
が

そ

の

厳
密
な

意

味
で

現
存
し

な
い

の

で
､

理

論
的

単
純
化
と

し
て

金
本
位

制
を

扱
う
｡

そ
の

理

論
的
問
題
は

資
本
市
場
と

貨
幣
市

場
に

お

け
る

ス

ト

ッ

ク

と

フ

ロ

ー

の

総
合
､

す
な

わ

ち
ス

ー
ツ

ク
･

フ

ロ

ー
､

実
質
お

よ

び

貨
幣
利
子
率
､

期
待
､

金
生
産
率
､

資
本
成
長
率
の

間
の

複
姓
な
一

般
均

衡
を

国
際
金
本
位
制
の

制
度
的
フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

で

考
え
､

金
為
替
本
位

や

ド
ル

本
位
の

分
析
に

応
用
す
る
こ

と
で

あ
る
｡

成
長
が

存
在
し

な
い

場
合
､

第
一

因
の

貨
幣
市
場
均
衡
線
(

竃
竃
)

と

資
本
市
場
均
衡
線
(

内

5
と

の

交
点
で

実
質
金
残
高
と

均
衡
利
子

率
が

決
る
｡

成
長
を

考
え

る

と
､

金
生

産
率
(

竃
旨

か

ら

え
ら

れ

る

邑
お

よ

び

産
出
物
成
長
率
(

拇
抱

か

ら

え

ら

れ
る

雷
)

を

導
入

し

て

や

れ

ば
､

均

衡
点
は

交
点
打

で

決
る
｡

金
ス

ト
ッ

ク

の

増
大
だ

け
が

あ
る

ケ
ー

ス

で

は
､

イ
ン

フ

レ

均

衡
が

金
の

成
長
率
と

イ
ン

フ

レ

率
が

等
し
い

点
で

決
る
｡

つ

ま

り
､

取

と

竜
旨

の

ギ

ャ

ァ

プ
が

(

価
格
)

イ
ン

フ

レ

率
に

等
し

く
､

ら
叫

竃

と

栂
内

の

ギ
ャ

γ

プ

が

イ
ン

フ

レ

の

現
実
の

率
に

等
し
い

点

(

r
)

が

均
衡
点
で

あ

る
｡

ま

た
､

産
出
物
の

成
長
だ

け
が

あ

る

場
合
に

は
､

デ
フ

レ

均
衡
が

C

で

決
る
｡

こ

の

理

論
的
フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

か

ら

現

実
の

国
際
通
賃
制
度
を

考
え

れ

ば
､

第
一

図
の

斜
線
部
分
A

が

金
､

β

が

5

ド
ル

を

示
す
｡

と

こ

ろ

が
､

一

九
五

八

年
以

降
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
国
ほ

交
換

の
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諸
変
化
率

.好
一 一

一

一

準 備 量

性
を

回

復
す

る
一

方
､

金
生

産
は

新
準
備
供
給
と

は

な

ら

な
か
っ

た
｡

こ

の

た

め
､

ア

メ

リ

カ

か

ら

そ

の

他

諸

国

(

以
下
R

O

W

と

書
く
)

へ

の

金
の

再
配
分
が

起
り
､

一

九

五

〇

年
代
の

｢

生

育
可
能
+

な

金
為
替
本
位
は
一

九
六

〇

年
代
の

｢

養
育
不

能
+

な

そ

れ
に

転
化
し

た

の

で

あ

る
｡

図
で

言
え

ば
､

顎

が

存

在

せ

ず
､

A

は

ア

メ

リ

カ

の

金

喪
失
を

示
し
､

斜
線
部
分
は

全
て

ア

メ

リ

カ

の

国
際
収
支

赤
字
を

示

す
こ

と

に

な

る
｡

ア

メ

リ
カ

の

国
際
収
支
赤
字
が

世

界
の

イ
ン

フ

レ

均
衡
を

支

ぇ

る
の

で

あ
る
｡

か

く
し

て

こ

の

よ

う
な

体
制
は
､

一

九
六
八

年
三

月
の

ゴ

ー

ル

ド
･

ラ

γ

シ

ュ

が

示

す
よ

う
に

維
持
し

え
な
い

こ

と

は

明
白
で

あ

る
｡

九
章
は

平
価
切

下
げ

論
に

当
て

ら
れ

る
｡

ハ

ロ

ッ

ド

は
『

国
際
経
済
学
』

(
～

邑
等
3

邑
｡

邑
h
旨

害
邑
声
-

巴
V

)

や

『

貨
幣
』

(

竃
Q

器

苧
-

ま
り

)

で

内
外
不

均
衡
を
､

H
失
業
と

対

外
黒
字
､

臼
イ
ン

フ

レ

と

対

外
赤
字
､

臼
失
業
と

対
外
赤
字
､

的
イ
ン

フ

レ

と

対

外
黒
字
､

の

四
つ

に

分
け
､

平

(

3
)

価
切

下
げ
が

適
切

な

の

ほ

臼
の

場

合

で

あ

る

と

論
じ

た
｡

と
こ

ろ
が

マ

ン

デ
ル

は
､

小

国
の

ケ

ー

ス

を

と

り

あ

げ
､

平
価
切

下
げ

と

貨
幣
拡
張
の

問
題
を

論
じ

な

が

ら

平
価
切

下

げ
が

有
効
な

場
合
を

考
察
す
る
｡

国
内
財

市
場
､

国
際
財
市
場
､

貨
幣
市
場
の

三

市
場
の

不

均
衡
か

ら
､

H
イ
ン

フ

脚

レ

･

赤
字
･

過
剰
流
動
性
､

臼
イ
ン

フ

レ

･

異
字
･

過
剰
流
動
性
､

臼
イ

ン

フ

レ

･

黒
字
･

過
少
流
動
性
､

哩
ア

フ

レ

･

黒
字
･

過
少
流
動
性
､

国

デ
フ

レ

･

赤
字
･

過
少
流
動
性
､

閃
デ
フ

レ

･

赤
字
･

過
剰
流
動
性
､

の

六
つ

の

不

均

衡
状
態
を

分
け
､

最
後
の

ケ

ー

ス

に

平
価
切

下

げ
が

妥
当
す

る

と

し
て

い

る
｡

六

つ

の

ケ

ー

ス

に

分
け

た
の

は
､

流
動
性
状
態
を

国
際

収
支
面
､

国
内
需
給
面
の

ど

ち
ら
で

み
る

か

に

よ

る

の

で

あ

ろ

う

〓

の

式
で

叫
>

q

な

ら
ば

黒
字
､

転
<

q

な

ら

ば

赤
字
と

な

る

か

ら
)

｡

一

〇
草
で

は
､

相
互
に

交
換
す
る

貨
幣
地

域
の

間
の

調
整
過
濯
が

分
析

さ

れ

る
｡

世
界
を
二

国
に

分
け
て

そ
の

自
給
自
足
均
衡
､

交
換
経
済
へ

の

移
行
と

交
易
条
件
の

決
定
､

金
移
動
と

国
際
収
支
の

調
整
､

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ
.

バ

ラ

ン

ス

の

決
定
な

ど

が

論
じ

ら

れ
る
｡

次
い

で

国
民

通
貨
を

導

入

し
て

為
替
レ

ー

ト

の

決
定
を

考
察
し
､

購
買
力
平
価
説
が

同
次
性
の

公

準
と

貨
幣
数
量
説
の

拡

張
で

あ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

一

一

章
は

為
替
レ

ー

ト
の
一

般
均
衡
ア

プ
ロ

ー

チ

の

有
効
性
を

み

る

為

に
､

一

九
六

八

年
の

実
際
の

問
題
を

取
扱
う
｡

ヤ

九
六

八

年
当
時
､

マ

ル

ク
･

フ

ラ

ン

は

ド
ル

に

対
し

夫
々

過
小

評
価
と

過
大
評
価
で
､

全
通
貨
は

金
に

対
し
て

過
大
評
価
で

あ

る

と

考
え

ら

れ
た
｡

こ

の

為
替
市
場
の

不

均

衡
に

対
し
､

為
替
レ

ー

ト

調
整
､

金
価
椿
変
更
､

各
国
国
内
政
策
の

変
更

や

世
界
規
模
で

の

引
締
め
､

新
国
際
通
貨
の

創
造
が

そ
の

解
決
策
と

し
て

ぁ

る

が
､

本

章
で

は

為
替
レ

ー

ト

調
整
を

唯
一

の

手

段
と

し
て

考
え
る
｡

マ

ル

ク
､

フ

ラ

ン
､

そ

の

他
通

貨
を
レ

オ

ン

テ
ィ

エ

フ

U

ヒ

ブ

タ

ス

流

の

合
成
商
品
群
(

合
成
財
)

と

し
､

そ

れ

を

ド
ル

と

考
え
､

更
に

金
を

含

む
モ

デ
ル

を

つ

く
る
｡

四

財
の

ド
ル

価
蒋
ほ

夫
々
､

伽
､

み
､

1
､

伽
で
､

t

■l
t



三

均
衡
価
格
決
定
の

為
に

次
の

超
過
需
要
関
数
を

得
る
｡

加
声
(

勺

苧

タ
コ

き
)

=
○

し

ぐ
(

匂

苧
L

苧

き
)

=
○

叫
q

(

℃

室

や
｢

も
q
)

=
○

加
"

(

也

苧

や
､

も
q

)

=
O

C
O

弓
ロ
O
t
､

s

r
P

弓

か

ら

勺
ヨ

如
声

＋

守
山

)

＋

き
的
屯

＋
山

訂
=
○

吋
(

金
の

均
衡
価
格
)

に

つ

い

て

解
き
､

甜
を

与
え

る

と
､

斗
声
(

七
き
-

き
ー

＼

苫
｡

)

=
○

如
ヾ

(

七

苧

や
こ

富
｡

)

=
○

由
良

人
七

苧

き
1

)
･

昏
｡

)

=
○

(

亡芯)
(

望
(

皇
(

望

の

体
系
が

得
ら

れ
､

ド
ル

に

対

す
る

マ

ル

ク
､

フ

ラ

ン

の

均

衡
レ

ー

ト
を

求
め

ら
れ

る
｡

こ

こ

ま

で

合
成
財
の

相
対

価
蒋
一

定
を

仮

定
し
た

が
､

通

常
は
一

定
で

は

な

く
､

金
の

ド
ル

価
格
は

均
衡
水
準
に

は

な
い

｡

そ
こ

で

金
価
格
を
パ

ラ

メ

ー

タ
ー

と

し

て

体

系
を

微
分
す
る

と
､

く91 ) 書 評

ぎ慣ぎ悍ぎ1ぎ

紺
＋

甜

紺
‖

t

甜
＋

紺

紺
＋

関

野
t

即
十

悶

紺
＋

関

野
･

即
十

郎

(

翌
P
星

を

得
る
｡

金
価
格
が

変
化
し

た

と

き
の

効
果
は

偏

倣
係
数
の

符
号
を

み

れ

ば

よ
い

｡

粗
代
替
性
を

仮
定
す
れ

ば

金

価
格
上

昇
は

金
需
要
減
少
､

マ

ル

ク
･

フ

ラ

ン

･

ド
ル

の

需
要
増
加
を

意
味
し
､

㈱

側
l仙
の

右
辺
の

筍
号
を

除
い

た

各
項
が

正
に

な
る
｡

さ

ら
に
､

ノ

耶
<
｡

い

甜
>
｡
い

甲
｡

"

悶
<
｡

”

野
｡

‥

郎
>
｡

を

意
味
す

る
｡

各

丸

か
=
○

と
お

い

て
､

二

つ

の

価
格

変
化
を
三

方
穣
式

か

ら

解
こ

う
と

す
る

と

過

剰
決
定
に

な
る
｡

従
っ

て
一

つ

の

解
で

は

な

く
､

三

つ

の

解
が

存
在
す
る
が
､

こ

れ
は

誤
り
で

は

な

く
､

現
実
の

通

貨
制
度
､

国
際
収
支
調
整
に

必

要
な

洞
察
を

与
え
る

も

の

だ

と

し

て

い

る

が
､

第
二

図
に

示
さ

れ

る

よ

う
に

同

時
的
均

衡
は

達
成
で

き
な
い

｡

同
時
的
均
衡
に

は

金
に

対

す
る

ド

ル

価
値
の

変
更
が

必

要
と

な
る
｡

そ
こ

で
一

二

幸
は

ド
ル

切

下
げ

問
題
を

検
討
す
る
｡

ま

ず
ド

ル

切

下
げ

の

三

つ

の

意
味
､

つ

ま

り

金
の

公
定
価
椿
引
上
げ
､

ド

ル

の

I

M

F

平
価

の

単
独
引
下
げ
､

ド

ル

平
価
に

対

す

る

他
通
貨
の

平
価
引
下
げ
､

を

考
察

し

た

上
で

金
価
格
引
上

げ

(

ド

ル

切

下
げ
)

の

効
果
を

論
ず
る
｡

⊥

九
六

八

年
三

月
一

七

日
の

金
プ

ー

ル

停
止
､

金
の

二

重
価
格
制
採
用
以

後
金
為

替
本
位
で

は

な

く
､

ド
ル

本
位
と

な
っ

た
の

で

ア

メ

リ

カ

の

国
際
収
支
赤

字
論
争
ほ

無
意
味
と

な
っ

た
｡

ア

メ

リ

カ

に

と
っ

て

金

融
政
策
は

余
り

に

拡
張
的
か

余
り
に

制
限
的
か

を
み

る

こ

と

で

充
分
と

な

り
､

も

は

や
ド

ル

切

下
げ

は

不

問
と

な
っ

た
｡

一

方
金
為
替
本
位
回

復
の

為
の

金
価
布
引
上

げ
で

あ
っ

た

と

し

て

も
､

再
度
の

引
上
げ

期
待
が

金
に

収
益
率
を

与
え
る

こ

と

に

な

り
､

金

需
要
を

生

起
さ

せ

引
上

げ
の

効
果
を

無
に

し

て

し

ま

う
｡

中
央
銀
行
が

金
を

他
の

も
の

(

例
え

ば
S

D

R
)

に

置
き

換
え

る

必

要
が

■7

1ぁ

る
｡

し

か

し

S

つ

R

が

成

功
し
て

も

金
個
布
引
上

げ
は

世

界
の

準
備
を

郎
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V
ハ
パ

旦
烏

か

｢

j

値
引
上

げ
と

な
っ

て

イ
ン

フ

レ

倍
加
し

南
ア

フ

リ

カ

の

輸
出
価

を
も

た

ら

す
｡

ま

た
､

金
価
格

引
上
げ
の

分
配

効
果
は

極
め
て

気
ま

ま

な

も
の

で

南
ア
､

フ

ラ

ン

ス
､

ソ

連
､

金
保

有
者
に

大

卜

f
煙

硝
叩

鎚
如

郎
㍑
如

㌍

島
烏

は

体
制
を

円

滑
に

せ

ん
と

て

積

極
的
に

ド
ル

を

保
有
す
る

中
央
銀
行
の

犠
牲
の

下
に

川
越
を

得
る

に

す
ぎ

な
い
｡

以
上
の

理

由
か

ら
､

ド
ル

切

下
げ

は

排
除
さ

れ

る
｡

次
の
一

三
､

一

四

そ

し

て
一

七

草
で

は

流
動
性
増
強
を

力
説
す
る
｡

現

下
の

国
際
通
貸
間
魔
の

原
因
は

金
の

過
小

評
価
だ

が
､

そ

の

解
決
に

は

前

章
で

否
定
し

た

ド
ル

切

下

げ
･

金
価
格

引
上

げ

と
､

p

p

p
e

【

笥
-

n

の

創

造
の

二

つ

が

あ

る

(

p
･

-

ピ
)

｡

こ

の

う
ち

後
者
を
､

合
理

的
世
界
管
理

通

貨
制
の

条
件
を

創
造
で

き
､

現
体
制
の

困
難
を

終
結
さ

せ
､

ア

メ

リ

カ

の

国
際
収
支
赤
字
を

終
ら
せ

る

唯
一

の

方
法
と

し

て

高
く

評

価
し

て

い

る

(

p
･

-

訟
)

｡

p

p

勺
e

【

哩
U
-

d

と

は

通
例
言
わ

れ
る

よ

う
な

S

D

R

で

は

な

く
､

む

し

ろ

S

D

R

は

不

適
当
と
し

て

い

る
｡

そ

し

て

準
備
資

産
を

集
中
化
し
て

発

行
す
る

こ

と
､

す
な

わ

ち

ケ

イ
ン

ズ

あ

る
い

は

ト

リ
フ

ィ

ン

流
の

世
界
中

央
銀
行
を

考
え

る

(

H

宣
勺

=
H

ロ
t

e

言
出

己
｡

ロ

已

巳
｡

ロ
e

t

罵
y

勺
0

0
-

)
｡

そ

の

国
際
通
貸
ほ

ー

n
t

O

諒

と

呼
ば

れ
､

各

国
の

預
託
額
に

対

し
て

発
行
さ

れ

る
｡

I

M

P

は

金
の

二

重
価
格
制
を

利
用
し
､

金
に

対

す
る

評
価
替
を

通

じ

て

H

已
｡
【
S

の

増
額
を

行
う
こ

と

が

で

き

る
ひ

訂
t

O

詔

は

p

名
e
【

笥
【

仁

お
∂

U

と

な

り
､

金
が

二

重

価
格
の

ま
ま

I

M

P

の

金
政

策
の

下
に

委
ね

ら

れ
る
｡

一

方
ド
ル

は

金
と
の

関
係
を

離
れ
､

I

n
t

｡

諒

と

の

関
係
の

み

と

な

り
､

ド

ル

価

値
は

固
定
さ

れ
､

他
の

為
替
レ

ー

ト

体
制
は

従
来
通
り

と

な

る
(

p

ワ

一

宏
ー
8
｡

I

n
t

O

詔

の

金
交
換
問

題
は

不

明
で

あ

る
｡

別
の

箇
所

で

は
､

最
適

貨
幣
保
有
理

論
を

イ
ン

フ

レ

と

成
長
の

中
で

考
え
､

世
界
中
央
銀
行

別

醗

立
の

必

要
を

説
い

て

い

る

(

勺

勺
.

-

3
-
-

∞

e
｡

四

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

と

国
際
通

貸
体
制

前
節
最
後
の

国
際
流
動
性
増
強
と

イ
ン

フ

レ

の

関
係
を

捉
え
て

お

こ

う
｡

流
動
性
不

足
が

新
国
際

通
貨
創
造
の

シ

グ

ナ
ル

と

み

ら
れ

て

い

る

が
､

実

は

イ

ン

フ

レ

が

あ
っ

て

も

流
動
性
不

足
は

存
在
す
る
｡

準
備
通
貨
国
で

の

イ
ン

フ

レ

に

対

し

て

R

O

W
は

そ
の

ド

ル

準
備
の

実
質
価
値
維
持
の

た

め

に
､

国
際
収

支
黒
字
を

と

ら
ね

ば

な

ら

ず
流
動
性
不

足
状

態
に

な

る
｡

イ

ン

フ

レ

を

過

剰
流
動
性
状
態
と
み

る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

イ
ン

フ

レ

の

終

息
に

は

金

融
引
締
め
つ

ま
り

流
動
性
不

足
状
態
が

必

要
で

あ

る
｡

流
動
性

不

足
の

存
在
は

準
備
増
強
の

シ

グ

ナ
ル

と

な

る

と

は
い

え

な
い

の

で

あ
る
｡

新
国

際
通

貨
は

世
界
の

金
融
逼
迫
の

国
際
的
分
配
を

再
配
分
し
､

流
動
性

不

足
の

大
き
さ

よ

り

も
､

そ
の

国
際
的
分
配
に

大
き

な

イ
ン

パ

ク

ト

を

与

え
る
｡

ド
ル

が

支
配
的
な

通
貨
で

あ
る

限
り
､

新
流
動
性
の

役
割
は

イ
ン

フ

レ

の

制
御
で

は

な

く
､

そ
の

負
担
を

分
配
す
る

こ

と

で

あ

る

(

勺
p

+

宝

-
J
｡

一

五

革
で

は

イ
ン

フ

レ

の

国
際
移
動
が

論
じ

ら
れ

る
｡

A

(

低
成

長
国
､

貿
易
赤
字
)

､

B

(

高
成
長
国
､

貿
易
黒
字
)

の

二

国
を

考
え

る
｡

A

が



第 三 国

い

些
通
貨
増
発
を

行
え

ば

両
国
の

イ
ン

フ

レ

率
が

等
し

く
､

A

の

貿
易

赤

字
と

B
の

貿
易
黒
字
が

等
し
い

点

で

二

国
の

市

場
均

衡
と

な
る
｡

と

こ

ろ

が
､

A

の

み

が

通

貨
発
行
を

行
う
こ

と

は

A

が

世

界
に

お

け
る

価
格
水
準
､

あ

る

い

は

課
税
手

段

1
1
し

0

に

つ

い

て

B

に

つ

い

て

も

支
配
す

る
こ

と

と

な

り
､

こ

れ
に

対

抗
す
る

B

の

通
貨
発
行
が

生
ず
る
｡

こ

の

通

貨
発
行
ほ

世
界
的
に

は

イ
ン

フ

レ

的
で

あ

る
｡

A

の

通
貨
増
加
率
が

変
ら

な

け
れ

ば

A

の

赤
字
が

B

に

不

必

要
と
な
っ

て
､

B

の

黒
字
が

消
滅
し

な

い

ま

ま
､

B

の

信
用
創
造
は

イ
ン

フ

レ

を

起
す
｡

ど

の

国
の

通
貨
増
発
も

必

ず
世
界
全
体
の

通
貨
供
給
増
大
と

な

り
､

そ

れ
が

世
界
全
体
と

し

て

の

望
ま

し
い

水
準
を

超
え

た

と

き

に

は

物
価
水
準
上
昇
と

な
る
｡

現
実
の

世

界
の

諸
国
間
に

は

政
策
の

非
対

称
性
が

存
在
し
､

い

ろ
い

ろ

な

通

貨
間
に

は

優
劣
､

強
弱
が

存
在
す
る
｡

他
国
の

中
央
銀
行
は
ド

ル

保

有
の

蓄
積
を

イ
ン

フ

レ

に

よ
っ

て

避
け
る

こ

と

が

で

き

る

か

ら
､

ア

メ

リ

カ

の

金

融
当
局
は

国
内
的
な

影

響
の

み

を

考
え
て

金
融
政
策
を

実
行
で

き

評

る
｡

強

国
の

側
で

の

外
国
の

イ
ン

フ

レ

に

よ
る

通
貨
発
行
権
を

得
よ

う
と

( 9 3 ) 書

す
る
こ

と

と
､

ド
ル

準
備
に

課
せ

ら

れ

る

税
を

避
け

よ

う
と

す
る

他
国
の

信
用
増
発
は

競
争
的
イ
ン

フ

レ

を

も

た

ら

す
の

で

あ

る
(

宅
+
詮

-
-

g
)
｡

と

こ

ろ

で
､

ア

メ

リ

カ

の

イ
ン

フ

レ

が

そ

の

国
際
収
支
赤
字
に

よ
っ

て

(

5
)

世
界
中
に

輸
出
さ

れ

る

と
の

議
論
が

あ
る

が
､

こ

れ

に

対

し

て

ア

メ

リ

カ

の

国
際
収
支
赤
字
に

つ

い

て

は

赤
字
供
給
託
と

赤
字
需
要
説
が

あ

る

と
マ

｢

ン

デ
ル

は

主

張
す

る
｡

赤
字
供
給
説
ほ
一

九
六

〇

年
代
に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸

国
が

唱
え
1

赤
字
は

ア

メ

リ

カ

の

超
過
貨
幣
拡
張
に

よ

る

も
の

で
､

ヨ

一

口

ブ

パ

は

ド

ル

を

蓄
積
せ

ね

ば

な

ら

ず
､

却
っ

て

ア

メ

リ

カ

に

零
ま

た

は

低
利
の

貸
付
を

す
る

こ

と

に

な

る

と

考
え

た
｡

一

方

後
者
は
一

九
六

〇
年

代
後
半
に

ア

メ

リ

カ

が

主
張
し
､

S

D

R

の

早
急
の

導
入

を

求
め
た

も

の

で
､

赤
字
は

R

O

W
の

準
備
需
要
増
大
を

満
た

す

た

め
の

も
の

で

あ
る

と

す
る

(

七

や

一

票

-
ご
｡

マ

ン

デ
ル

は

両
説
を

認
め

て

い

る

が
､

成

長

す

る

世
界
経
済
で

は

各

国
は

準
備
を

蓄
積
せ

ん

と
し
､

そ
の

た

め

に

国
際
収

支
黒
字
を
と

る
｡

と
こ

ろ

が
､

準
備
資

産
と

し
て

金
の

新
し
い

供
給
が

な

い

現

在
､

ド
ル

と

金
を

供
給
す
る

唯
一

の

準
備
源
が

ア

メ

リ

カ

な

の

で

あ

る

(

七

や
ー

い

T
h

)

と

し
て
､

ア

メ

リ

カ

の

国
際
収
支
赤
字
の

正

当
性
を

強
調
し

て

い

る
｡

こ

れ

は

流
動
性
ジ

レ

ン

マ

論
に

対
す

る
一

反
論
と

も
い

え

る

も

の

で

あ

り
､

ア

メ

リ

カ

の

立
場
を

よ

く

示

し

て

い

る
｡

先
に

も

ふ

れ

た

よ

う
に
､

現
在
の

国
際
通
貨
体
制
に

は

非
対

称
性
が

存

在
し
､

ア

メ

リ

カ

の

国
際
収

支
赤
字
が

止

む

を

え
ぬ

も

の

で

あ

る

と

し

て

も
､

ア

メ

リ

カ

と
R

O

W

と

の

政
策
の

割
当
(

p

邑
g

ロ

m
e

n
t
)

を

考
え
な

く

て

は

な

ら

な
い
｡

第
三

図
ほ

横
軸
に

ア

メ

リ

カ

の

貨
幣
成
長
率
､

縦
軸

に

R

O

W

(

た

と

え
ば

E

C
)

の

貨
幣
成
長
率
を

と
る
｡

出
血

は

国
際
収

支
均
衡
化
線
､

ヨ

線
は

物
価
水
準
一

定
を

示
す
｡

出
血
､

ヨ
の

右

側
は

各
々

黒
字
と

イ
ン

フ

レ
､

左

側
は

赤
字
と

デ
フ

レ

を

表
わ

す
｡

ア

メ

リ

カ

の

制
約
は

交
換
性
の

維
持
よ

り

も

イ
ン

フ

レ

除
去
に

あ

る

か

ら
､

ア

メ

リ

カ

は

物
価
水
準
安
定
化
を

目

標
と

し
､

R

O
W

は

国
際
収
支
均
衡
を

目

標

と

す

る

こ

と
が

望
ま
し
い

(

p

ワ
一

芸
-

ミ
と
一

六

革
は

結
論
し

て

い

る
｡
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五

お

わ

り
に

以

上
が

本
書
第
二

部
の

主
要
内
容
で

あ
る
｡

分
析
の

手
法
に

は

イ
ン

フ

レ

を

貨
幣
数
量
説
の

下
に

説
明
し

た

第
一

部
の

成
果
が

取
り

入

れ

ら

れ

て

い

る
｡

価
椿
水

準
の

絶
え

ざ

る

変
動
を

経
験
す
る

成
長
世
界
経

済
で

は
､

た

と

え

ば

貨
幣
拡

張
が

最
初
利
子
率
を

引
下
げ
る

が
､

貨
幣
拡

張
促
進
が

予
想
さ

れ

る

価
格
上
昇
と

な
る

か

ぎ

り
､

利
子

率
の

上

昇
､

貨

幣
･

所
得

比

率
の

変
更
､

国
際
収
支
に

対

す
る

貨
幣
的
変
化
の

効
果
が

ど

う
な
る

か
､

と
い

う
説
明
が

な
さ

れ

て

い

る
｡

そ
の

分

析
の

基
調
が
一

で

述
べ

た
マ

ネ

タ

リ
ー
･

ア

プ
ロ

ー

チ

で

あ

る

こ

と

は

言
を

侯
た
な

い

(

特
に
一

〇
､

一

三
､

一

四
､

一

五
､

一

六

革
)

｡

こ

の

よ

う
に

本
書
は

国
際
通
貨
体
制
を

静
態
的
な

国
際
的
一

般
均
衡
論

で

は

な

く

動
態
的
に

説
明
せ

ん

と
し

た

も

の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

前

著

『

国
際
経
済
学
』

で

展
開
さ

れ
た
マ

ネ

タ
リ

ー
･

ア

プ
ロ

ー

チ

に

基
づ

く

成
長
と

国
際
収
支
の

議
論
は
､

従
来
の

高
成
長

1
国
際
収
支
悪
化

l

貿
易
制
限
･

成
長
率
ス

ロ

ー

ダ
ウ

ン

･

平
価
切

下
げ
､

と

な
る

と

説
明
し

た

ケ

イ
ン

ジ

ア

ン

理

論
を

｢

戦
後
の

時
代
に

発
展
さ
せ

ら

れ
た

理
論
の

中

(

6
)

で

こ

れ

ほ

ど

事
実
と

矛
盾
す
る

理

論
は

な
い

+

と

し
て

批
判
し

た

も

の

の
､

本

書
で

は

充
分
に

深
化
さ

れ

て

い

な
い
｡

た

と

え

ば
一

五

章
で

ほ

成
長
と

貨
幣
雷
雲
､

通

貨
供
給
率
､

実
質
お

よ

び

貨
幣
利
子

率
､

実
質
貨
幣

重
商

の

関
係
を

封
鎖
体
系
で

捉
え
､

こ

れ
に

国
際
収
支
を

も

加
味
し

て

い

る
が

充
分
と

は
い

え

な
い

し
､

m

す
｡

n
m

巨
｡

n

已

な

分
析
か

ら

m

発
言
口
也

巨
○

ロ
.

巴

な

分
析
に

進
展
さ

せ

ら
れ

た

だ

け

で

あ

る
｡

し
か

し
こ

の

よ

う

な

批

判
は
､

マ

ン

デ
ル

白
身
が

現
代
貨
幣
理

論
の

基
礎
を

与
う
る

に

F
e

甘

せ

ん

と

し

た

意
図
を

超
え

る

も
の

で

あ
ろ

う
｡

(

1
)

マ

ネ

タ

リ

ー

･

ア

プ

ロ

ー

チ

を

発

展
さ

せ

た

ボ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ
･

ア

プ

ロ

ー

チ

に

つ

い

て

は

拙

稿
｢

国
際

収

支

調

整
理

論
の

新

傾

向
+

『

金

融
ジ

ャ

ー

ナ

ル

』

一

九
七
一

年
六

月

号
､

七

九

1
八

六

頁
､

を

参
照
さ

れ

た
い

｡

(

2
)

旨
亡

已
e
-
-
､

R
･

A
ニ

ー
逮

訂

言

邑
旨
已

h
3

空
言

訂
､

-

富
加

ら
p
.

-

怠
1
-
h

戸

因
み

に

資
本

移
動
を

考
慮
す

れ

ば
､

r

を

純
資
本

輸
出

と

す
る

と
､

知
…

b
l
づ

〓
勺

-
由
-
→

‖
出
1

-
q
､

と

な
る
｡

(

3
)

但

し

こ

の

点

に

つ

い

て

ハ

ロ

γ

F

は
､

→
Q

琶

雫
告

白

毛

呂

昏
Q

彗
邑
Q

き
～
丸

首
･

-

ま
仇
･

や

竃
Q

達

苧
-

票
P

で

は

平

価

切

下
げ

静
は

と

ら

ず
輸
入

統

制
､

輸
出

補
助
お

よ

び

世

界

規
模
で

の

訂
d
-

c

邑
孟
p
-

賀
n

訂
叫

の

必

要
を

論
じ
て

い

る
｡

(

4
)

本

稿

執
筆
当

時
(

一

九
七
一

･

八
･

一

二
)

国

際

通

貨
不

安
が

七

日
の

米
上

下

両

院
合
同

経

済

委

員
会
の

国

際

金

融
分

科

会
の

ド

ル

切

下

げ
に

ふ

れ

た

｢

ド
ル

強

化

策
+

の

勧

告
で
､

ド

ル

切

下

げ
不

安

と

し

て

生

じ

て

い

る
｡

そ
の

こ

と

を

考

え
る

と

こ

の

議

論
は

興

味
あ

る

も

の

で

あ

る
｡

尚
一

五

日
に

ニ

ク

ソ

ン

声
明
が

あ
っ

た

(

追

記
)

｡

(

5
)

た

と

え

ば
､

吉

川

光

治

教

授
は

金

本

位
時
代

の

イ

ギ

リ

ス

の

キ

ー

カ

レ

ン

シ

ー

国

と

し
て

の

国
際

収

支

節
度

遵
守
の

立

場
か

ら
､

ア

メ

リ

カ

の

国

際
収

支

赤
字

持
続
を

批

判
さ

れ

る
｡

『

イ

ギ

リ

ス

金

本

位

制
の

歴
史
と

理

論
』

一

九
七

〇
年
､

二

三

七

-
八

頁
｡

(

6
)

呂
亡

n
d
O

亡
.

長
一

へ

告
.

.

ワ

一

己
.

(

一

九
七
一

･

八
･

一

二
)

(

二
橋

大

学

大

学

院

博
士

課

程
)
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